
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いまイラク戦争下のアメリカでは、                  百万人署名運動神奈川県連絡会

2001 年に制定された NCLB 法（No                

Child Left Behind Act＝落ちこぼれ防 

止法）にもとづいて、学校に軍隊の｢募 

兵官｣が出入りし、生徒を公然と軍隊に 

勧誘するという凄まじい行為が合法的 

におこなわれています。 

これに対してアーリーン・イノウエさ 

んたちは CAMS（学校の軍国主義化に反 

対する連合）をつくり、教職員組合や子 

どもたちとともに学校から募兵官を追い 

出す闘いを展開し、ブッシュの戦争政策 

に大きな打撃を与えています。 

私たちとアーリーンさんの出会いは、 

昨年、動労千葉の国際連帯委員会にきた 

招聘をうけて三浦半島教組の仲間が「根 

津さん河原井さんの解雇反対署名」を携 

えて、アメリカ最大の教職員組合である 

NEA 大会に参加したことからでした。 

教え子を戦場に送らない！戦争協力拒 

否の「君が代」不起立闘争と戦時下のア 

メリカでの生徒を軍隊に渡さない闘いが

一瞬にして結びつき、日米の現場教育労働

者の国際連帯が生み出されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【主催】 三浦半島教育労働者部会 

【賛同】 神奈川労働組合交流センター 

日時/  8 月１０日（日） 12 時半受付開始

           13 時から１７時まで

場所/ 横須賀三浦教育会館  

（横須賀市日の出町 3-19-16 ＊裏面地図参照）

                 ☎ 046-824-2442 

内容/ 

◆学校からの募兵官追い出し闘争 

とアメリカの労働運動 

   アーリーン・イノウエさん      

（学校の軍国主義化に反対する連合 CAMS

代表/ロサンゼルス統一教組 UTLA 所属）

 ◆神奈川・三浦半島の闘い 

   「君が代」不起立を闘う教育労働者 

   核空母 GW 横須賀母港化阻止！ 

を闘う地域労働者 

   相模原・反核闘争からの報告 

 ◆国際交流討論 

参加費/ ５００円 

〔連絡先 080-1120-8671 二本柳携帯〕 



  

世界はほんとうに革命的情勢です。とりわけ

石油価格の急騰、食糧価格高騰のもとで、世界

いたるところで労働者が「生きさせろ」の闘い

に決起しはじめています。 

新自由主義のもとでつくり出された「貧困と

格差」にあえぐアフリカでは暴動を起こさなく

ては生きていけない事態です。 

韓国では、米国産牛肉輸入問題に端を発した

闘いがソウルを８０万の怒りで埋め尽くし、い

まは民主労総など労働組合が主体となって李明

博政権打倒の闘いに転化しはじめています。 

アメリカでも、５・１メーデーにＩＬＷＵ（国

際港湾倉庫労働組合）がイラク戦争即時中止を

掲げて２４時間ストライキに突入し、西海岸の

港湾をストップさせました。重大なのは、この

ＩＬＷＵのストにイラクの石油労働者たちが連

帯ストで応える画期的な事態が生み出されてい

ます。侵略国アメリカの労働者と被侵略国イラ

クの労働者が文字通り“ひとつ”になって国際

的に連帯した闘いを始めています。 

アーリーンさんが所属する UTLA は、６月８

日にあのシュワルツネッガー知事の教育予算削

減に対して１時間ストライキを打ちぬきました。 

いまこうしたアメリカの労働運動をけん引し

ている闘いが“ランク＆ファイル”という職場

労働者の運動です。そして、この運動を主導し

ている労働者たちは、毎年日本で開催されてい

る動労千葉・港合同・関西生コンの３労組が呼

びかける１１月全国労働者総決起集会に結集し

ている労働者たちです。 

この夏アーリーンさんは８・６ヒロシマと

８・９ナガサキ集会に参加するために来日し、

その足で核空母ジョージワシントン母港化阻止

闘争に沸き立つ横須賀に来てくれることになり

ました。 

戦争と貧困をもたらす新自由主義攻撃の矢面

に立たされている教育労働者こそが、労働者階

級の団結の中心軸として行動をする時代がきま 

した。世界の闘う労働者の団結の力だけが、核

も基地も戦争も搾取もない新しい社会をつくる

ことができるのです。 

  

昨年１１・３にもたれた教育労働者国際連帯

交流集会で、私たちはアーリーンさんから「私

たちってすごいかも！」という自分自身と仲間

への信頼こそが何よりも大切であることを学び

ました。この国際連帯の力が大きな援軍となり、

３月の根津さんの解雇阻止をはじめ、全国での 

不起立闘争の継続・発展が勝ちとられたのです。 

 核空母ＧＷの横須賀母港化阻止も、日米の労

働者が連帯し、ともに職場から闘う労働組合を

とり戻す中でこそ実現することができます。 

 ８・１０三浦半島国際連帯集会に職場の仲間

と集まろう！                   


